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一
月
十
二
日(

木)

福
知
山
市

内
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助
に
お
い
て
、

安
全
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

第
一
部
は
、
連
合
大
阪
労
働

安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
参
与
の
西

野
方
庸
氏
を
招
き
、
「
労
働
安

全
衛
生
活
動
を
ど
う
進
め
る

か
」と
題
し
、
約
９0
分
に
わ
た
り

講
演
会
を
開
催
。 

安
全
活
動
の
歴
史
や
安
全
衛

生
委
員
会
の
役
割
、
労
働
災
害

の
起
こ
る
原
因
、
労
災
を
無
く

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
等
の

貴
重
な
話
に
、
多
く
の
組
合
員

が
、
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
第

二
部
は
、
「
安
全
の
集
い
」
と
し

て
、
支
部
・
分
会
・
部
会
の
代
表

者
と
、
来
賓
の
方
々
と
交
歓
会

を
開
催
し
参
加
者
間
の
団
結

と
、
安
全
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

（御
来
賓
は
下
記
掲
載
） 

 

（須
藤
委
員
長
挨
拶
） 

 

今
年
は
Ｊ
Ｒ
発
足
25
年
を
迎
え

る
。
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
西
労
組
も
結
成

20
年
、
福
知
山
地
本
も
平
成
４

年
１
月
１２
日
に
結
成
し
て
本
日

で
結
成
20
年
の
節
目
を
迎
え
た
。  

 
 

山
崎
前
社
長
の
一
審
判
決
が

神
戸
地
裁
で
あ
っ
た
が
、
福
知
山

支
社
で
働
く
者
に
と
っ
て
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
余
部
鉄 

 

  

 

橋
で
の
列
車
脱
線
事
故
だ
。
余

部
裁
判
は
旧
国
鉄
の
組
織
的
な

安
全
管
理
態
勢
が
裁
か
れ
、
安

全
軽
視
の
体
質
に
警
告
を
発
し

た
意
義
深
い
も
の
だ
っ
た
。
多
く

の
流
さ
れ
た
涙
の
一
粒
た
り
と

も
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

安
全
の
確
立
を
今
年
も
運
動

の
中
心
に
据
え
安
全
第
一
、
健

康
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
北
近
畿

の
地
か
ら
福
知
山
地
本
か
ら
、

元
気
が
発
信
で
き
る
よ
う
先
頭

に
立
っ
て
奮
闘
す
る
決
意
だ
。 

 

 元 JR連合会長 

葛 野  和 明 氏 

 

御
来
賓
（
敬
称
略
） 

 

(

連
合
大
阪
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー) 

 

西
野 

方
庸 

参
与 

(

連
合
京
都) 

西
村  

英
二 

事
務
局
長 

(

中
央
本
部) 

中
嶋  

利
夫 

副
委
員
長 

白
壁  

靖
子 

男
女
平
等
参
画 

推
進
部
長 

(

近
畿
労
働
金
庫
福
知
山
支
店) 

裏
南  

敏
夫 

営
業
代
理 

(

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団) 

大
橋  

一
夫 

京
都
府
議
会
議
員 

宮
田 

           

弘 

豊
岡
市
議
会
議
員 

佐
々
木
幹
夫 

前
京
都
府
議
会
議
員 

(

退
職
者
協
議
会) 

﨑
村 

 

高
夫 

会
長 

(

福
知
山
支
社) 

和
田  

寿
三 

次
長 

中
山  

義
之 

人
事
課
長 

森
田  

                
 

豊 

人
事
課
長
代
理 

(

元
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長) 

葛
野  

和
明 

(
元
中
央
本
部
副
委
員
長) 

古
林  

勝
巳 

(

全
交
運
共
済) 

志
連  
保
夫 

事
業
本
部
推
進
部
長 

藤
原  

幸
二 
福
知
山
事
業
所
所
長 

(

ご
被
害
者
対
応
本
部) 

山
下 

  

豊 

井
上 

英
規 

(

ご
被
害
者
対
応
本
部
元
在
籍
者) 

 

沼
田 

伸
二 

 

藤
本 

裕
一 

 

植
村 

 

貢 
 

藤
林 

秀
基 

 

井
関 

哲
夫 

 

水
谷 

和
弘 

 
 

労
働
安
全
衛
生
活
動
を 

ど
う
進
め
る
か 

●
安
全
と
危
険
の
狭
間 

 
 

放
射
線
の
リ
ス
ク
は
回
避
し
よ

う
と
し
て
も
全
て
は
防
げ
な
い

が
、
他
の
も
の
は
対
策
を
と
れ
ば

防
げ
る
。 

●
産
業
安
全
１
０
０
周
年 

１
９
１
２
年
古
河
鉱
業
足
尾
鉱

業
所
所
長
、
小
田
川
全
之
が

「安
全
専
一
」の
表
示
板 

●
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
新
工
場
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
（
１
９
０
６
年
）
安
全
第
一
、

品
質
第
二
、
生
産
第
三 

●
労
働
安
全
規
則 

 
 

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
条
文
も 

 
 

「事
業
者
は
、
適
切
な
場
所
に
、

必
要
数
の
た
ん
つ
ぼ
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
９７
年
廃
止 

  

 

講
演
す
る
西
野
方
庸
氏 

 

 

 

●
新
成
長
戦
略 

 

 
 

労
働
災
害
発
生
件
数
３
割
減 

●
労
働
災
害
は
減
っ
て
い
る 

 
 

昭
和
４７
年
労
働
安
全
衛
生
法
制 

 

 
 

定
で
半
減
、
最
近
の
減
少
原
因
は 

 
 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
成
果
。 

●
問
題
点
の
発
見 

 
 

「運
が
悪
か
っ
た
。
」で
は
な
い
。
問
題 

 
 

意
識
の
ず
れ
を
直
し
て
。 

●
人
間
だ
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
あ 

 
 

る
が
、
少
な
く
す
る
こ
と
は
出
来
る 

●
ミ
ル
グ
ラ
ム
実
験
・ア
イ
ヒ
マ
ン
テ
ス
ト 

 
 

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
命
令
に
６２ 

 
 

％
が
最
後
ま
で
続
行
。
安
全
・生
産 

 
 

ど
ち
ら
の
大
義
を
上
司
が
示
す
か
。 

●
安
全
衛
生
委
員
会
と
は 

 
 

調
査
・審
議
を
行
い
、
事
業
者
に
対 

 
 

し
て
勧
告
。
事
業
者
が
活
動
す
る
。 

 
 

半
数
は
労
働
組
合
推
薦
の
委
員
。 

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
簡
単 

「
職
場
の
危
険
探
し
を
や
り
ま
し
ょ 

 
 

う
。
」で
い
い
の
で
は
？ 

 
 

即
効
性
の
安
全
あ
る
衛
生
活 

動
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト 

 

 

連合京都事務局長 

西村英二 氏（第二代委員長） 

福知山地本 結成 20 年 

初代委員長 古林勝巳 氏 

第１５回京都駅ビル 

大階段駈け上がり大会 

日・・２月１８日(土) 

時・・１０時～ 

所・・ＪＲ京都駅ビル４階 

    室町小路広場 

出場選手（敬称略） 

松井  正人…福知山支社分会 
小森沙祐実…篠山口駅分会 

阿瀬    亮…福知山駅分会 

高坂  優太…福知山車掌区分会  

 

第２１回地本委員会 

日・・２月１１日(土) 

時・・１３時３０分～ 

所・・総建ビル５階会議室 

 

( 地本委員集まれ ) 
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